









































　2. では先行研究を概観する。2. 1. では「こんな」類と「この」類 3 に関する
先行研究を概観し、2. 2. では「こんな」と「この」の類似性に関する先行研
究を概観する。そして、2. 3. では先行研究の問題点を述べる。3. では本稿に
おける調査対象と調査方法を説明する。次の 4. では「こんな」と「この」の
係り先について述べる。4. 1. では係り先の集計結果について述べ、4. 2. と 4. 3. 
では係り先の特徴について考察する。そして、5. で本稿のまとめを述べる。
2. 先行研究



































限定 4・情報付加 5・存在化 6・同定 7 の機能を持っているが、一方で、「こんな」
（3）
4 （ⅰ）「今日、小学校のとき同じクラスだった　 坂本さん 　に会ったよ。」（作例）
5 （ⅱ）これから何をしようかと考えた結果、前から行ってみたかった　 カフェ 　へ行
くことにした。（作例）























































ある。表 1 から、係り先が名詞の場合「こんな」は 243 件（81％）、「この」は
279 件（93％）であった。次に、連体修飾＋名詞の場合「こんな」は 55 件（18％）、






①名詞 243 （81％） 279 （93％）
②連体修飾＋名詞 55 （18％） 21 （7％）
③用言 2 （1％） 0 （0％）
合計（出現の割合） 300（100％） 300（100％）























「こんな」の係り先が名詞の場合、最も多かったのは「こと / 事」で 75 件（31％）
（6）
― 118 ―
であった。2 位以下は次のとおりである。2 位は「ところ / 所」で 14 件（6％）、
3 位は「とき / 時」で 12 件（5％）、4 位は「もの」で 10 件（4％）、5 位は「の」
で 7 件（3％）、6 位は「話」で 5 件（2％）、7 位は「時間」と「具合」で各 3 件（各 1％）、




順位 係り先 出現数と出現の割合 順位 係り先
出現数と
出現の割合
1 こと / 事 75（31％） 1 とき / 時 8（3％）
2 ところ / 所 14 （6％） 2 こと、本、日 6（2％）
3 とき / 時 12 （5％） 5 国、まま、際 / さい、後 / あと / のち 5（2％）
4 もの 10 （4％） 9 家、ため 4（1％）




















であった。2 位以下は次のとおりである。2 位は「こと」「本」「日」で各 6 件（各
2％）、5 位は「国」「まま」「際 / さい」「後 / あと / のち」で各 5 件（各 2％）、
9 位は「家」と「ため」で各 4 件（各 1％）、11 位は「あたり」「点」「うち」「世」
「種」「店」「仕事」「章」「ほか / 他」で各 3 件（各 1％）、そして 20 位は「作品」
「間 / あいだ」「子」「人たち」「時代」「部分」「場合」「年」「概念」「一点」「方
法」「地方」「手」「町」で各 2 件（各 1％）であった。
表 2 から明らかになったことは以下のとおりである。
（a） 「こんな」の係り先が「こと / 事」の場合が名詞全体の約 3 割を占めている。




多く、出現の割合が 31％であった。なお、本稿の用例全 300 件の場合での「こ




















①名詞 9 （16％） 13 （62％）
②形容詞 33 （60％） 8 （38％）
③動詞 9 （16％） 0 （0％）
④連体詞 4 （7％） 0 （0％）
合計（出現の割合） 55（100％） 21（100％）
　表 3 より、連体修飾の成分が名詞の場合「こんな」は 9 件（16％）、「この」
は 13 件（62％）であった。次に連体修飾の成分が形容詞の場合「こんな」は
33 件（60％）、「この」は 8 件（38％）であった。次に、連体修飾の成分が動
詞の場合「こんな」は 9 件（16％）、「この」は 0 件（0％）であった。そして、



















































（19） 大阪市内でこんな　 緑濃い公園 　があるとは知らなかった。（中納言）














































































































































































①イ形容詞 19 （58％） 0 （0％）
②ナ形容詞 14 （42％） 8（100％）
合計（出現の割合） 33（100％） 8（100％）
　表 4 より、「こんな」はイ形容詞が 19 件（58％）、ナ形容詞が 14 件（42％）、

























































（BCCWJ：Balanced Corpus of Contemporary Written Japanese）
 <http://chunagon.ninjal.ac.jp/>〈検索日：2015/10/13〉
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